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構成品
製品標準構成品

・	Flex	NX本体
・	収納ケース
・	クイックガイド、取扱説明書
・	ハンドストラップ×1
・	バッテリー×１（Flex	NX本体用）
・	充電器＋充電ケーブル＋ACアダプタ

・	NX	25またはNX	15 本体
・	エンコーダ
・	バッテリー×１（NX	25またはNX	15用）
・	ハンドストラップ×１
・	側面保護パーツ×２

・	エクステンションポール
・	Flex	NX本体用ポール取付アタッチメント（RAMマウント）
・	NX	25・NX	15用ポール取付アタッチメント（RAMマウント）

■ Flex�NX

■NX�25�または�NX�15�小型アンテナ

■エクステンションポール
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各部の名称
Flex�NXの各部名称

電源ボタン
かつ

クイックボタン
NFCラベル

NX25ペアリング時に使用

USBポート
（データ出力）

RAMマウント
ハンドル取り付け箇所

Flex Vision
ポニショニングシステム

7.0インチ
タッチディスプレイ

バッテリー収納部

ハンドル調整＆とりはずし

通常アンテナ
赤色レーザー

前

前

後

後

クロスアンテナ
緑色レーザー
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NX�25・NX�15の各部名称

Flex�NXのハンドル

Flexのハンドルは、位置の調整、完全に取り外し
することも可能です。
水平方向可動範囲は360°
ディスプレイの損傷を防ぐために垂直方向は制
限されいます

NFCラベル
エンコーダ
取付部

エンコーダ

小型アンテナ専用
RAMマウント

FlexNXペアリング時に使用

何も取り付けない場合は
カバーをご使用ください

取り外し可能
向きも変更可能

エクステンションポール
取付時に使用

電源ボタン
かつ

クイックボタン
バッテリー収納部



4

電源・バッテリーについて

電源オン
同時押し
電源オン
同時押し

Flexの前方に挿入Flexの前方に挿入

バッテリー充電
端子を上向きに
して挿入します

スライドして
開ける

電源オフ
同時長押し
電源オフ
同時長押し

上部のロックを前方に
スライドさせ

ロックをスライドさせ
ながらバッテリーを
反対側から押すと取
り外しが簡単です

挿入する反対側

電源オン
同時押し
電源オン
同時押しバッテリーを使い、

カバーを押し上げて
挿入します

バッテリーの充電端子を下向きにして挿入します

FlexNX、NX25、NX15
必ずバッテリーを取り外す前に電源をオフしてください

電源入れてから画面が表示されるまで時間がかかる場合があります

取り外しについて
電源オフ
同時長押し
電源オフ
同時長押し

1

2

Flex�NX

小型アンテナ�NX25�/�NX15
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充電器について

Flex NXとNX25/NX15のバッテリーは、サイズ
も異なり、互換性はありませんが、どちらのバッ
テリーも同じ充電器で、充電可能です。

NX25/NX15のバッテリーFlex NX
のバッテリー
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小型アンテナとのペアリングについて

1.	 Flex	NXの電源を入れて、ダッシュボードが表示されるまで待ちます
2.	 小型アンテナの電源を入れます。小型アンテナのLEDが赤色点灯・点滅します
3.	 しばらくすると青色点滅に変わります。その状態で小型
アンテナとFlex	NXのNFCラベルを接触させます

4.	 緑色点滅から緑色点灯になり、ダッシュボードに接続さ
れた小型アンテナの画像が表示されたらペアリング完了
です	
※ダッシュボードへの反映まで少し時間がかかります

5.	 ペアリング、接続完了後、NX25・NX15の
画像を選択すると、探査可能になります。

一度ペアリングが完了すると、次回からはペアリングする操作は不要です。Flex	NXとNX25/
NX15の電源を入れたら、自動的に接続されます。NX25/NX15が、緑色点灯・ダッシュボード
にNX25/NX15が表示されるまでお待ちください。

もし電源を入れてしばらくしても、青色に点滅している場合は、NFCでのペアリングを再試行して
ください。

初めてFlex�NXと小型アンテナ（NX25/NX15）をペアリングする場合

Flex�NXとペアリング済みの場合

電源入れてすぐは
赤色点灯・点滅

しばらくすると
青色点灯・点滅

ペアリング接続中は緑色点滅
ペアリング完了は緑色点灯

NFCラベルの位置NFCラベルの位置

探査する機種をご選択ください探査する機種をご選択ください

選択すると探査可能に選択すると探査可能に

※接続が確立される前（緑色点滅時）に、NFCでペアリングを複数回試行すると、アンテナが正しくペアリングされない可能性が
あります。

初期化中

FlexNXを探し中

FlexNXが検出
され、通信開始

FlexNXへ接続
完了

FlexNXに接続
済み、測定可能

測定中

電源オフ中

アップデート中
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■Wifiアンテナの位置について

NX25、NX15は本体機 Flex	NXとWifi 接続します。できるだけWifiアンテナを遮らないように
してください。

Wifi�
アンテナ

Wifi�
アンテナ
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メインダッシュボードに戻る
メインダッシュボードに戻るには、このアイコンをタップします。このアイコンは、測定
画面、プロジェクト一覧、プロジェクト詳細でも使用できます。

プロジェクト一覧アイコン�/�プロジェクト一覧画面へ
プロジェクト一覧アイコンをタップすると、Flex	NX内にあるすべてのプロジェクトフォ
ルダ画面に移動します。個々のプロジェクトフォルダをタップすると、そのプロジェクト
詳細画面に移動し、関連するデータを表示します。

Flex�NX�画面説明

メインのダッシュボードでは以下のことができます

メインダッシュボードは「トップナビゲーション」、「システムとサポート」、「最近のプロジェクト」の
3つの機能パネルに分かれています。

※3D測定 Flexモードは開発中です

メインダッシュボード

【トップナビゲーション】パネル

・	新規測定の開始	
・	プロジェクト一覧画面へ移動	
・	システム設定画面へ移動	
・	別のデバイスへのワイヤレス接続画面へ移動	
・	テクニカルサポートに情報画面に移動	
アメリカGSSI 社の情報です。機器についてのお問合せはメーカーKEYTECまたは販売代理店までご連絡ください。

・	NX25の接続と設定	

システムとサポート 最近のプロジェクト

トップナビゲーション
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ストレージバー
データ保存容量が可視化されています。容量がいっぱいになった場合は、プロジェクト
のデータをコンピュータに転送したり、既存のプロジェクトフォルダを削除することで、
ストレージ容量を確保することができます。

現在のストレージ容量�/�総ストレージ容量
Flex	NXの総ストレージ容量は200GBです。

バッテリー残量
バッテリーの充電状態を表示します。通常は Flex	NXのバッテリーを指しますが、
NX25がアクティブな場合はNX25のバッテリー残量が表示されます。

バッテリー残量
バッテリーの充電状態を表示します。フル充電されたFlex	NXバッテリーは最大約3.5
時間使用できます。小型アンテナのバッテリーは最大約 6時間使用できます。

システム設定
システム設定および状態確認設定画面に移動できます。

テクニカルサポート
アメリカGSSI 社の情報が表示されます。
機器についてのお問合せはメーカーKEYTECまたは販売代理店までご連絡ください。

日付と時刻
正確な日時を記録するために現在の日付と時刻を設定します。日時によりファイルの名
称が作成されます。

アクティブディスプレイ
小型アンテナなどが接続されアクティブになっている場合、そのアンテナがアクティブ
ディスプレイに　表示されます。Flex	NXと他のアンテナは、メインダッシュボードの【シ
ステムとサポート】パネルのデバイスアイコン（製品画像をタップ）を使って切り替えます。

ストレージ

【システムとサポート】パネル

メインダッシュボードの【システムとサポート】パネルには、デバイス
アイコン（製品画像）、システムタイプ（製品名）、シリアル番号、現
在のソフトウェアバージョン、システム設定アイコン、無線接続設定、
テクニカルサポートが表示されます。
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無線接続
別のデバイスをワイヤレスで接続し、ウェブブラウザを使用して探査画面をミラーリン
グします。

デバイスアイコン（製品画像）
左右にスワイプしてデバイスを選択しアクティブにすることができます。また、デバイス
アイコンまたはシステム設定アイコンをタップしてシステム設定または状態確認設定を
表示します。接続されたNX25もデバイスアイコンとして表示されます。

ソフトウェアバージョン
現在インストールされているソフトウェアのバージョンを表示します。このアイコンをタッ
プすると、ソフトウェアアップデート画面に移動します。　

新規プロジェクトの作成
プロジェクトフォルダを新規作成できるアイコンです。

新規2D測定を開始
選択したプロジェクトおよび選択してあるエリアで２D測定が開始されます。

新規3D(Flexモード )測定を開始
現在開発中のモードです。

現在選択しているエリア
プロジェクト内にエリアを作成することができます。

プロジェクトフォルダアイコン
保存された結果画面に移動します。プロジェクトの合計ファイルサイズが表示されます。

プロジェクト名
プロジェクト名と最後に更新された日時が表示されます。

【最近のプロジェクト】パネル

最近使用したプロジェクトフォルダの一覧が表示されます。Flex	NXを
初めて使用するときは、デフォルトプロジェクトフォルダしかありません。
プロジェクトを追加すると、最近使用した順にこの一覧に表示されます。
プロジェクトが多く表示されている場合は、リストをスクロールするか、
プロジェクト一覧画面に移動して以前のプロジェクトを表示できます。

このパネルの主な目的は、フォルダをすばやく選択して測定を開始する
ことです。他にも下記の概要にあるように、便利な機能が備わっています。

バージョン

プロジェクト
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メインダッシュボードの【歯車アイコン】を選択して、【システム設定】
画面に移動します。Flex	NXまたは	NX 周辺機器アンテナの環
境設定をカスタマイズできます。ここでは、WiFi 設定、レーザー
光やファイル保存のオンオフなどを設定することができます。ま
た、システムの日付と時刻を変更したり、測定単位や言語設定を
変更したり、システムの音量や画面の明るさを調整したり、ボタン
にクイックアクションを割り当てたりすることもできます。

カレンダーとデジタル時計ディスプレイを使用して、日付と時刻の設定を更新できます。Flex	NX
では、年/月/日をファイル名に組み込んでいるため、正確な日付を設定することで、ファイル管
理や記録管理が容易になります。

システム設定

日時設定

cm 言語単位

wifi

wifi

音量

画面明るさ

レーザー光

保存確認
オンオフ

システムの状態画面に移る マーキング、新規スキャン、
画面保存から選択可能

クイックアクション

日時設定

※英語版画面抜粋

※英語版画面抜粋

※開発中

※wifiはバージョンによって
は一度オンオフすると電
源切るまでその状態にな
る場合もあります
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Flex	NXは、測定画面を外部デバイスにて表示することができます。測定中画面を別デバイスでリ
アルタイムに確認可能です。タブレットとペアリングしてより大きな画面に表示させてみたり、スマー
トフォンとペアリングする等の運用を想定しています。

※測定画面ミラーリング例（PC:Chrome） ※左図よりズーム操作を行った画面例

外部デバイスに測定画面を表示する�（測定画面ミラーリング）�

1.	【無線接続】を選択し、Wifi 接続画
面に移ります

2.	 QRコードをスキャン、またはデバ
イスの設定でワイヤレスネットワー
クからFlex	NXの SSID を選択し
て接続し、次へを選択します

3.	 ミラーリング接続画面に移るの
で、QR コードをスキャン、 ま
たはブラウザから画面に表示
されている URL アドレス URL	
(http://192.168.8.1:3000)	 を入
力して画面が表示されたら、完了を
選択してください

4.	 外部デバイスは、FlexNXに表示さ
れる測定画面をそのまま表示されま
す。ピンチ/ズーム操作は可能です	
	
※測定開始、停止、マーキングなどの
機能は使えません。

Wifi接続後

Wifi接続用

決定

測定画面ミラーリング

この画面は、インターネットに接続され
たデバイスとzoom、Temasなどの様々
なサードパーティアプリケーションを使
用してライブ共有することができます。
ただし、サードパーティアプリケーショ
ンからのライブストリーミングの品質や
パフォーマンスを保証はできません。
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Flex	NXは、将来的に測定データをクラウドに保存するのを想定したつくりとなっています。

メインダッシュボードのトップナビゲーションメニューから、左上の【フォルダアイコン】から移動で
きます。新しいプロジェクトの作成、削除、データ転送が可能です。

任意の【プロジェクトフォルダアイコン】を選択すると、プロジェクト詳細画面へ移動できます。詳
細画面では、プロジェクト内測定データやエリア、結果（スクリーンショット）の削除、転送、測定デー
タの閲覧、編集画面へ移動などが可能です。

プロジェクト管理

プロジェクト

プロジェクト詳細

※英語版画面抜粋

プロジェクト作成

既存プロジェクト

削除
データ転送

エリアの削除

測定開始

既存測定データ

エリアの切り替え

結果（スクリーンショット一覧）

現在表示しているエリア

※現在ここから追加はできません

※削除したデータは復元できませんのでご注意ください

※削除したプロジェクトは復元できませんのでご注意ください

※プロジェクト
を選択すると
アイコンが有
効化されます

※英語版画面抜粋

エリアの追加、データ転送
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任意のデータを選択すると、メニューが表示され、エリアの移動と削除、転送が行えます。

エリア移動について	
結果（スクリーンショット）と測定データはセットです。別々のエリアに移動することはできません。

データ転送について�
WifiまたはUSB経由でプロジェクト、データを転送できます。測定データは、.DZTファイルが.ZIP
ファイルとしてパッケージ化されます。

※ FUSION モードでの転送は現在開発中。（.gssi .fsn の形式）

測定データのエリア移動、削除、転送

※削除したデータは復元できませんのでご注意ください

※複数選択可

データ転送削除

選択

エリアの移動

※英語版画面抜粋※英語版画面抜粋

データ転送

モバイル転送

USB転送

.ZIPファイルの準備完了するとモバイ
ル（Wifi 経由ワイヤレス転送）または
USB転送の選択を求められます

モバイル端末で QRコードを読み取り、
FlexNXと接続します。接続後【次へ】を選
択します

この画面で、再度 QRコードをスキャン
するとブラウザにて、ZIPファイルが準備
できました画面が開かれます。

画 面の手順に従って
USBを挿入してデータを
出力してください

青いボタンを選択し、ZIP
ファイルをダウンロードし
ます
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■出力されるファイルについて

ZIPファイルは、解凍・展開してください。※ .gssi ファイルはReport	Editor	Proでは使いません
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1.	 メインダッシュボードから、任意のプロジェクトの２D測定開始アイコンを選択します。または、プロジェクト一覧
画面から任意のプロジェクトの詳細画面より2D測定を開始します。

2.	 次に【コンクリートタイプの選択】画面で探査する構造物の比誘電率（分からない場合は弱乾燥 /比誘電率 6.15）
を選択し、測定画面に移ります。

2D測定
2D測定開始まで

■測定開始画面

2D測定

メインダッシュボード最
近のプロジェクトパネル

プロジェクト一覧画面

プロジェクト詳細画面

前回の比誘電率を
使いたい場合は選択

測定開始

ファイル・プロジェクト情報、
ダッシュボードへの移動など

測定終了

現在表示されているデータが不要な場合
はゴミ箱アイコンから削除します
※データは測定終了時に自動で保存されます

表示設定や感度調整・
比誘電率・深度設定など
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■前に進めて2D測定を行う

2D測定結果画面

表示設定や感度調整・
比誘電率・深度設定など

前進させると波形が出る

FlexNXで測定すると、2チャンネル画面で表示されます。（1チャンネル画面に変更も可能です）

※探査中画面とプロジェクトから探査データ再生する画面は同じです

測定距離

チャンネル１

チャンネル2

通常アンテナ

スクリーンショット カーソルリセットマーキング

クロスアンテナ

測
定
深
度

測
定
深
度 前・次のマーキング前・次のマーキング

に切り替えに切り替え

縦カーソル（赤色）縦カーソル（赤色）

縦カーソル（緑色）縦カーソル（緑色）

もう一回選択でもう一回選択で
マーキングモードマーキングモード
を終了しますを終了します

PNG 画像を保存PNG 画像を保存
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■サイドメニュー（ゲイン・カラーテーブル設定・ウィンドウオプション・Aモード・深度設定）

■上部ナビゲーション

ファイル・プロジェクト情報、ダッシュボードへの移動などができる上部ナビゲーションです。

ファイル・プロジェクト情報、ダッシュボードへの移動などができる上部ナビゲーションです。

浅い層・中間層・深い
層のそれぞれのアイコ
ンを選択してゲイン調
整も可能です。

ゲイン	
デフォルトでは、全体の
ゲインを調整できます。

カラーテーブル設定�
５種類から選択可能です。通常
は、一番上の左黒・右白カラー
を推奨しています。

ウィンドウオプション�
（１画面または２画面）�
通常アンテナ、クロススア
ンテナ探査画面の表示設
定ができます。

Aモード�
Aモード波形の表示設
定ができます。

※英語版画面抜粋

メインダッシュメインダッシュ
ボードへ戻るボードへ戻る 現在のエリア現在のエリア 現在のデータ名現在のデータ名 アクティブなアンテナアクティブなアンテナ

バッテリー状態バッテリー状態現在のプロジェクト現在のプロジェクト
詳細に移動する詳細に移動する

※小型アンテナは、タイヤの位置を変更す
ることでクロスアンテナとして測定可能で
す。（通常アンテナ1画面での測定です）
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スキャン幅�
測定結果の水平幅を引き伸ば
すことができます。

深度オプション	
深さの測定値を
調整できます。

※今後、自動深度機能を実
装予定です。

・�プリセット	
4つの比誘電率から
選択できます。
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■ターゲットマーキング

※英語版画面抜粋

ターゲットにマークするには、 ア
イコンを選択し、マーキングモード（オ
レンジ色）にします。黄色カーソル
をドラッグしてターゲット上にカーソ
ルを置きます。（Aモード波形を使用
するのを推奨します）

ポップアップウィンドウに、マーキン
グ情報が表示されます（距離・深度）

オレンジ色
マーキングモード

マーキングのカラー

距離 深度

マーキングの保存
前・次のマーキング前・次のマーキング
に切り替えに切り替え

・�フィッティング�
深さの分かっている鉄筋がない場合	
カーブフィッティング機能で深度設定ができ
ます。

・�深度設定�
深さの分かっている鉄筋がある場合	
深さの判明している鉄筋がある場合、こちらの深
度設定を行ってください。かぶりが既知の鉄筋を
用いて比誘電率を計算することができます。

1.	 鉄筋に対して直交に探査した、鮮明な山形波形
を選び、	ナビゲーションカーブ（ハイパボーラ）
を重ね合わせます。

2.	 [ 比誘電率 ]を調整すると、カーブの形状が変
化します。山形波形の立上り、立下りの角度と
カーブの角度が同じになるように[ 比誘電率 ]
を調整します。	
	
■カーブフィッテイングのコツ	
山形波形の頭部ではなく、山形波形の立上り、立下りの角
度に注目します。

1.	 カーソルを深さのわかっている鉄筋などの山形
波形にカーソルを合わせます。（Aモード波形
のピークに合わせる）	
	
カーソルは アイコンを選択すると表示されます

2.	 歯車アイコンからサイドメニューを表示し、【深
度設定】に移動し、既知のかぶりを入力し、
チェックマークを選択して完了します。
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2対アンテナについて
Flex	NXには、送受信の向きが異なる2つのアンテナが搭載されて
います。前方の通常アンテナは赤色レーザー光で、標準的な向きです。
後方のクロスアンテナは緑色レーザー光では、鉄筋以外の埋設管や
上部鉄筋、密集鉄筋の下にある隠れた埋設管などが見えやすくなりま
す。機器前面のレーザー光は、通常アンテナ・クロスアンテナの中心
を示します。

通常アンテナとクロスアンテナの両方のデータを測定することで、異
なる材質の対象物をより正確に識別し、測定データの精度を向上さ
せることができます。

クロスアンテナは深度の浅い箇所が薄く表示され、より深い位置にある鉄筋、埋設管、空洞など
を測定するのが得意です。

通常アンテナ
赤色レーザー

前

前

後

後

クロスアンテナ
緑色レーザー

クロススキャンモード

ノーマルモード

塩ビ管が
見えにくい

W筋（第二鉄筋）が見えにくい

クロススキャンモード

鉄筋

上部鉄筋

下部鉄筋

W筋

塩ビ管
中は空洞

探査したコンクリート

鉄筋

塩ビ管 第二
鉄筋

W筋

金属（鉄筋）
山形波形は

上白が鮮明、下黒

非金属（塩ビ管・空洞）
山形波形は

上黒が鮮明、下白

山形波形（ハイパボーラ）
簡単説明

※NX25の探査データ
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上層部の鉄筋が
はっきり確認できる 上部鉄筋が薄くなる分

下の鉄筋と厚みが見えやすくなる

見落としていたものが見える！

通常探査 クロススキャンモード使用

小型アンテナは、タイヤの位置を変更することでクロススキャンモードで測定することが可能です。

鉄筋
壁厚が鮮明に見える

見落としていたものが見える！

通常探査 クロススキャンモード使用

通常探査 クロススキャンモード使用

メッシュ配筋下に
隠れているものが見える

2画面表示で埋設物を確実に捕捉！
Flex NX は通常・クロスの2対アンテナ搭載！

クロスアンテナ

通常アンテナ

2アンテナ搭載

・通常・クロス探査 2 画面表示
・各データのみの拡大表示も可能

クロススキャンモード

クロスアンテナ 通常アンテナ
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2Dリモートコントロール�（Flex NXのみ）

2Dリモートコントロールは、12	ページの「外部デバイスに測定画面を表示する	（測定画面ミラー
リング）」の拡張機能で、Wifi 対応のスマートフォン、タブレット、PCにて2D測定を任意のデバ
イスにて表示および操作が可能です。この機能は、Flex	NX（ペアリングされたNX25/15）で使
用できます。

2Dリモートコントロールを使用するときは、Flex	NX本体の電源をオンにする必要があります。
接続距離は約20mです。

1.	 メインダッシュボードから任意の【プロジェクト】
を選択し、プロジェクト詳細画面へ移ります。上
部のフォルダアイコンからプロジェクト一覧画面
へ移り、任意のプロジェクト詳細画面へ移行も可
能です。

2.	 プロジェクト詳細画面の【スキャンを追加】を選
択し、【2Dリモートコントロール】を選択します。

3.	「QRコードをスキャン」画面が表示されます。Flex	NXのwifi ネットワー
ク情報を表示されるので、接続したいデバイスをFlex	NXのwifiに接続し
ます。接続できたら【次へ】を選択します。

4.	「2Dリモートコントロールに接続」画面が表示されます。QRコードまたは
URLを使用して、webブラウザにて測定画面を表示します。

2Dリモートコントロールの手順
※英語版画面抜粋

QRコードが使用できない場合
はwifi情報から接続ください
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5.	 FlexNX本体は、接続されたデバイス側で遠隔操作が開始されるとこの画
面へ移行します。ロックアイコンを右へスワイプすることで、FlexNX本体
側がロックが解除され、遠隔操作が終了されます。

6.	 接続されたデバイス側の測定画面です。（画面が
小さいスマートフォンの場合、縦向きでは表示さ
れず横向きにすると表示されます）測定開始 /停
止、コントロールバー、アンテナ表示選択、深度
設定など操作可能です。

※画面に表示されているQRコードで、さらに別のデバイスへミラーリングすることもできます
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3D測定�-�Flexモード
「Flexモード」を使用すれば、従来の3D測定で必要だったグリッドシートが不要になります。こ
れにより、より効率的で迅速な3D測定が可能となります。また、Flexモードは	Flex	NXの２対
アンテナの両方を使用して、優れた3D画像を生成します。

Flexモードは、２D測定と併せて使用することでより現場の安全性を高めます。

■Flexモードを開始する前に、先に２D測定で比誘電率を調整してください。

1.	 メインダッシュボードから、任意のプロジェクトのFlexモード測定開始アイコンを選択します。または、プロジェク
ト一覧画面から任意のプロジェクトの詳細画面よりFlexモード測定を開始します。

Flexモード測定開始まで

メインダッシュボード最
近のプロジェクトパネル

プロジェクト一覧画面

プロジェクト詳細画面

2.	 次に【コンクリートタイプの選択】画面で、先に2D測定で調整した比誘電率 [最近使用した誘電体 ]を
使用します。

3.	 測定したい箇所の中央にFlex	NXを置いて、測定開始ボタンを選択します。

120cm

60
cm

３D 測定のサイズ(120x60)にご注意ください
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4.	 画面が切り替わり、自動で位置・角度をキャブリケーションし、周囲を認識します。このとき、Flex	NX
は動かさないでください。

5.	 ウィンドウが閉じた後、Flex	NXを前後に動かした軌跡が緑色の線で表示されます。画面をまんべんな
く埋めるように、Flex	NXを動かします。この時 Flex	NXはあまり持ち上げて移動させないでください。

6.	 測定面をまんべんなく埋めるように動かし終わったら、測定終了ボタンを選択します。3D画像が生成さ
れるまでしばらく待ちます。

※斜めにジグザグと測定している場合、３D画像生成に時間がかかる場合があります。
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7.	 3D 画像が生成されると、下記のような画面になります。

トップナビゲーション

3D表示

サイド設定メニュー

ゲ イ ン	
感度調整

スクロールで
ゲ イ ン	
感度調整

スクロールで
深 度
スライス

深 度
スライス

スクリーンショット 現在のデータを削除新規
測定

緑の測定ライン非表示

カラーテーブル

3D表示

回転可能です

ゲ イ ン	
感度調整
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仕様

Flex�NX NX�25 NX�15

測定方式 電磁波レーダ方式
測定深度 FlexNX/NX25：0-75cm / NX15：0-100cm

アンテナ中心の周波数 FlexNX/NX25：2.5GHz（2,500MHz） / NX15：1.5GHz（1,500MHz）
データ保存 内蔵メモリ200GB（FlexNX）

データ出力 ・測定データ/PNG 画面保存：USB またはワイヤレス転送
・PC にて表示（専用ソフト必要※）

電源 バッテリー駆動 
Flex NX ：最⼤ 3.5 時間、NX25/NX15：最⼤ 6 時間

寸法
FlexNX：25.3 x 13.2 x 18.9 cm
NX25：11.2 x 11.2 x 10.4 cm
NX15：13.2 x 13.9 x 13.9 cm

重量
FlexNX：約 2.2kg（バッテリー装着時）
NX25：約 0.83kg（バッテリー装着時）
NX15：約 1.27kg（バッテリー装着時）

ディスプレイ 7インチ LED バックライト付タッチパネルディスプレイ
使用温度 -20°C ～ 50°C
保存温度 -40℃～ 60℃
保護等級 IP65

※Report	Editor	Pro を別途ご購入ください

この取扱説明書に記載の仕様は製品改良のため予告なく変更することがあります。
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比誘電率について

深度を求めるには、その媒質の固有にもつ比誘電率εrを装置に設定する必要があります。 
一般的なコンクリートの比誘電率は６～８となり、この範囲の数値を設定します。
※乾燥すると小さく、含水量が多いと大きくなります

電磁波レーダは深さを記録しません。レーダがアンテナから輻射（パルス）され、媒体にぶつ
かって返ってくるまでの経過時間を記録しています。輻射されたレーダがどのくらいの速度で進
んだか計算することで、地表から対象物までの深度がわかります。

比誘電率とは

深度について

比誘電率

材　質 比誘電率
真空 1
空気 1

発泡スチロール 1
ポリスチレン 2.4 - 2.7
雪（かたまり） 1.4
清水氷 4
海水氷 6

御影石（乾燥） 5
御影石（湿潤） 7

材　質 比誘電率
石灰岩（乾燥） 7
石灰岩（湿潤） 8
頁岩（湿潤） 7
砂岩（湿潤） 6
砕石 5 - 9

砂（乾燥） 3 - 6
砂（湿潤） 10 - 25
土（乾燥） 2 - 6
土（湿潤） 10 - 30

材　質 比誘電率
関東ローム（乾燥） 2 - 5
関東ローム（湿潤） 10 - 40
永久凍土 6 - 13

アスファルトコンクリート 4 - 6
コンクリート（乾燥） 4 - 6
コンクリート（標準） 6 - 8
コンクリート（湿潤） 8 - 20

海水・清水 81
導体 ∞
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